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川崎北ロータリークラブ
創立総会	 昭和35年3月2日
RI加盟認証	 昭和35年4月28日
ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ	 25名
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　　　　　　（2021年4月1日現在）

例会場	　二子玉川エクセルホテル東急
　〒158-0094 東京都世田谷区玉川1-14-1 
　二子玉川ライズ30F     TEL 03-3700-1093

	 例会日	水曜日　12時30分より

2

　このたび私共のロータリークラブでは貴方を会員と
してお迎えすべく、定められた手続きを進めておりま
すが、会員となられたときに是非知っておいていただ
きたい必要な事柄があります。以下に記載いたします。

ロータリーの誕生
　ロータリーは会員間の親睦を目的として青年弁護
士ポール・ハリスをはじめとする4名で米国のシカゴ
に創設されました。1905年2月23日に第1回目の会
合が開かれました。ロータリー（回る）とは、会員が順
番に各自の事務所で集会を開いたことから名付けら
れました。
　設立当初は親睦を目的とした集まりでしたが、その
後、自分たちのためだけでなく、何か社会のためにな
ることをしなくてはならないと考えるようになり、奉仕
の必要性を認識し、実践するように変っていきました。

ロータリー活動の目的
　地球上には様々な環境に、それぞれ異なる歴史と
文化を持つ人々が生活しています。これら何十億の人
間が共に幸福に生きていくためには、「他人への思い
やり」と「助け合い」が不可欠であり、それは人類共通
の平和と自由を保つ上での重要な条件です。ロータ
リーでは、この2つの言葉を行動で示すという心がけ
を常に持ち続けることを提唱しています。
　社会生活における人間の幸福は、他人への思いや
りと助け合いにあるとするロータリーは「クラブ奉仕」

「職業奉仕」 「社会奉仕」 「国際奉仕」 「青少年奉仕」
の5部門を設け、各自の職業を通じて「奉仕の理想」を
推進することを目的としています。

ロータリークラブの特色
　ロータリークラブは、そのクラブの所在地域内、もし
くはその周辺地域に事業所または住居がある善良な
成人であって、職業上よい世評を受けている会員に 
よって構成されています。会員間の親睦を深め、更に
お互いが切磋琢磨して、職業人としての職業道徳（倫
理意識）の向上のための自己研鑽に励んできたこと
が、今日のロータリークラブ隆盛の基礎となっていま
す。貴方は入会と同時に、広い知識と良識をもって他
の会員と友人になり、その人たちの持っているあらゆ
る知識と経験を吸収してください。そしてまた、貴方の
持つ素晴らしい才能と深い人生経験によって得られ
た人格を他の会員にも共有させていただきたいと思
います。

●親睦と奉仕
　ロータリーの設立当初は、会員間でお互いに仕事
を回しあいましょうと、親睦を目的とした集まりでし
た。そして、奉仕は、ただの親睦だけの集まりでは将
来がないと、後からロータリーに持ち込まれた理念で
す。
　今、ロータリーでいう「親睦」には次のような意味が
あります。それは、お互いがロータリー精神という絆で

川崎北ロータリークラブの会員になられる貴方へ
これだけは知っておきましょう。
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結ばれ、お互いが学びあい、育ちあい自己研鑽に励む
ことです。また、「奉仕」とは、その自己研鑽した自分を
人のために役立てることです。この「親睦」と「奉仕」の
くり返しがロータリーライフです。

ロータリーの利点
ロータリークラブに入会することによって次の利点が
得られます。
1.	 入会と同時に多数の友人が得られるので相互の

親睦が深められます。
2.	 会員は平等であり、何人も上下の差別が無いので

自由な交際が可能です。
3.	 海外クラブとの青少年交換、海外のロータリーク

ラブとの交流が相互に行われるため、世界的視野
にたって物事を判断する機会に恵まれます。

4.	 会員のロータリー財団への寄付は、人道的活動を
中心とした海外や地域の奉仕プログラムに使わ
れます。

ロータリークラブの現状
世界のロータリークラブ：200以上の国または地
域に広められ、クラブ数は36,490クラブ、会員数は
1,182,601名（2021年2月17日現在、RI公式発表）

日本のロータリークラブ：クラブ数2,237クラブ、会員
数86,252名（2021年1月末現在）
　我が国のロータリークラブは1920年（大正9年）10
月20日、当時三井銀行の重役であった米山梅吉氏が
発起人となり、東京クラブを設立したことに始まりま
す。翌1921年4月1日、世界で855番目のクラブとして
加盟承認されました。その後、第二次世界大戦によっ
て一時国際ロータリーから脱退しましたが、戦後、復
帰しました。

川崎北ロータリークラブ
　当クラブは第2590地区（横浜市・川崎市）に属して
います。川崎ロータリークラブをスポンサークラブとし
て、1960年3月2日(昭和35年)に会員25名で発足しま
した。クラブ創設時のメンバーをチャーターメンバー
と言います。現在はチャーターメンバーの在籍者はお
りません。

●川崎北ロータリークラブの会員になると
1.	 定例会：毎週水曜日（祝祭日は原則として休会）

午後12時30分から午後1時30分まで開かれる
例会に出席することになります。

2.	 入会式：入会が決まりましたら、例会に参加して
いただきますが、そのときには推薦者と一緒に
12時までに例会場にお越しください。当日は貴方
の入会をお祝いするとともに、推薦者と会長が貴
方を全会員に紹介します。加えて、ロータリーバッ
チと記念品をお渡します。

3.	 出席時の注意：2回目からは襟にロータリー 
バッチを着け、合わせて例会場に用意されている 
ネームプレートを胸ポケットに着けていただきま
す。できるだけ例会の始まる30分前に来てくだ
さい。

4.	 委員会：クラブには様々な委員会があります。貴
方はそのうち何れかの委員会に属することになり
ます。所属が決まったら所属委員長の指示を受け
てください。

5.	 出席義務：ロータリークラブは「親睦」と「奉仕」を
活動の柱としていますが、その源は休まずに例
会に出席することから始まるといわれています。
会員相互の親睦を図り自己研鑽を積むために
は、例会への出席が非常に大切であると位置づ
けています。健康に留意してできる限り出席して
ください。なお、クラブの出席率は第2590地区の

「Governor’s Monthly Letter（ガバナー月信）」に
公示されます。

6.	 欠席の連絡：病気、事故、仕事など、どうしても例
会を休まなければならないときには、事前に事務
局に連絡を取るようにしてください。

7.	 メークアップ：例会を欠席したときは、他のロータ 
リークラブの例会に出席することで欠席の補填
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ができます。これを「メークアップ」と呼びます。 
メークアップは同じ年度内（7月1日～6月30日）
であれば、いつでも有効です。ホームクラブに出
席できないときは、必ずメークアップをしてくださ
い。また、以下の行事への参加がメークアップと
認められています。
•	 他クラブ例会や式典への参加。メークアップの

目的で他のクラブへ行ったとき、そのクラブが
休会、或いは開催時間の変更をしていた場合に
も、本人の申告によって出席補填が認められま
す。クラブの出席委員長または幹事にその旨を
申し出てください。

•	 自クラブの奉仕活動への参加
•	 地区大会、地区研修・協議会、地区委員会、地

区セミナー、地区会議、地区奉仕行事、および 
インターシティー・ミーティング(IM)への参加。

•	 また、web上のロータリークラブであるeClubの
閲覧・参加（30分以上）もメークアップになりま
す。

•	 自身が欠席した自クラブの例会の模様をウェ
ブで視聴することでもメークアップになります 

（川崎北RCのホームページにアクセスしてく
ださい）。

	 近隣のクラブの例会日と例会場は「川崎北ロータ
リークラブ会員名簿」を参照してください。また、
日本国内の例会日と会場は「ロータリーの友」付
録の例会一覧表を参照してください。海外でメー
クアップするときは、例会場を国際ロータリーの
サイトで調べることができます。

8.	 会員身分の終結：以下のいずれかに該当すると
きは、理事会判断により退会の勧告がなされる
場合があります。
•	 会費を滞納したとき
•	 連続4回以上の無断欠席をしたとき
•	 7月1日～12月31日、1月1日～6月30日の各期

間に於けるホームクラブへの出席率が30％以
下のとき、または年度内のメークアップを含む
出席率が50％以下のとき

但し、長期病欠、その他の止むを得ない理由で欠
席する場合は、事前に書面でその旨を申し出て、理
事会の承認を受ければこの限りではありません。

9.	 例会以外の会合への出席義務：必ず参加しなけ
ればならない会合として次の会合があります。
•	 所属委員会の会合
•	 グループミーティング
•	 インターシティー・ミーティング(IM)： 勉強会で

す。必ず出席してください。
•	 地区大会
•	 地区研修・協議会：次年度へ向けての勉強会

です。特定のクラブ委員長と新会員（全員）は
出席が義務づけられています。

10.	入会卓話：入会後1年ぐらい経つと、新会員は自
己紹介（生い立ち、職業、趣味、家族のことなどを
含めて）を兼ねて約30分の入会卓話をすること
になっています。入会卓話の日時はプログラム委
員長より連絡があります。

11.	ニコニコ寄付：例会時に集める任意の寄付です。
祝いごとやうれしいこと、楽しかったことがありま
したら、進んで寄金に参加してください。集まった
資金は自クラブの各種奉仕活動のため使用され
ます。寄付をされる場合には、受付に用意されて
いるニコニコ・レポート（A5版の用紙）に氏名、金
額、内容を書いてSAA（会場監督）に提出してくだ
さい。

12.	米山記念奨学会への寄付：この寄付は、勉学・研
究のために日本に在留している私費外国人留学
生への奨学金として支給されます。日本の文化、
日本人の心を留学生へ伝え、世界の平和と発展
に貢献すること目的とします。できる限り寄付を
お願いします。

13.	ロータリー財団への寄付：この寄付は、以下の重
点分野を中心とした活動に使われます。できる限
り寄付をお願いします。
•	 平和と紛争予防／紛争解決
•	 疾病予防と治療
•	 水と衛生設備
•	 母子の健康
•	 基本的教育と識字率向上
•	 経済と地域社会の発展
•	 環境の保護
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奉仕活動
　ロータリーには、5つの奉仕活動部門があります。 
この5つの奉仕活動が、各ロータリークラブの活動の
哲学的および実際的な規準となります。各クラブは、
それぞれの奉仕委員会を設けます。その委員長には、
その年度のクラブの副会長・理事が就任します。

1.	 クラブ奉仕（クラブ副会長が委員長を務めます）：
クラブの質を向上させるために各会員が取るべ
き行動を「クラブ奉仕」といいます。

	 クラブ奉仕活動として、各会員は、例会に出席す
る、クラブの親睦に加わる、クラブのプログラムに
参加する、理事や委員を務めることなどを期待さ
れています。また、クラブ外の活動として、地区研
修・協議会、地区大会、インターシティー・ミーティ
ング(IM)などに出席することも必要とされます。

•	 クラブ奉仕委員会は、クラブの様々な活動を充
実させることを目的として、次の委員長により
構成されます：出席委員長、クラブ会報委員長、
親睦委員長、プログラム委員長、戦略計画委員
長、会員選考委員長、会員増強（職業分類）委
員長、研修委員長

2.	 職業奉仕：ロータリーの特長を良く表すのが、職
業奉仕です。職業倫理を高める内なる奉仕（自己
研鑽）と、自己の職業を他者（お客様、従業員、協
力会社）へ還元する外への奉仕があります。外へ
の職業奉仕を非常に簡単にいうと「一生懸命に仕
事をして、自分の会社を存続させる」ということで
す。そうすることが、お客様、従業員、協力会社の
方のためになる（奉仕できる）と考えてください。
職業奉仕として奉仕することは、企業の利益の追
求を否定しているのではありません。
•	 当クラブの活動としては、例年色々な仕事や職

場を勉強することを目的として、職場訪問を実
施しています。

3.	 社会奉仕：クラブの所在地域または行政区域内
に居住する人々の生活の質を高めるために行う
奉仕活動です。当クラブでは、例年、中原区民祭、
川崎すず虫祭り、中原区消防大会などに協賛・支
援をしています。また、年度ごとに異なる独自のプ
ログラム（奉仕活動など）を毎年実施しています。
•	 災害時にはクラブ内で義援金なども集めます。 

4.	 国際奉仕：他国の人々を助けることを目的とした
奉仕活動です。会員の国際理解、親善、平和を推
進する目的もあります。当クラブは、2000-2001
年度から国際奉仕活動を始めています。川崎市
から譲り受けた救急車を、すでに3台発展途上国
に送っています。現在も従来のプロジェクトも継続
しつつ、次の時代に向けて新しい国際奉仕プロ 
ジェクトを模索しています。

5.	 青少年奉仕：次世代を担う若人たちを色々な側
面で応援・育成する活動です。2011-12年度か
ら、新しく加わった奉仕部門です。

	 各ロータリークラブは、奉仕の精神と国際理解
を次世代の若者たちに付与するために青少年
奉仕活動プログラムであるインターアクトクラブ

（12〜18歳）とローターアクトクラブ（18歳〜）
を提唱し、設立できます。提唱クラブは両アク
トクラブに対して指導・助言・監督の責任を持
ちます。川崎北RCは、横浜あざみRCと共同で
クラーク記念国際高等学校横浜青葉キャン
パス・インターアクトクラブを提唱しています。 
 
ロータリー青少年交換：例年地区では数名の高
校生を海外に派遣し、同じ数の高校生を海外か
ら受け入れています。（会員家庭にホームステイ） 
 
RYLA：地区の行事です。次世代を担う若者のリー
ダーシップを育成することを目的としたプログラ
ムです。通常は1泊2日で開催されます。
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国際奉仕活動
2020年9 月18 日　救急車授与式～ナミビア共和国へ寄贈～

写真は、駐日ナミビア大使、川崎市長にご参列いただいた寄贈式の模様です。

　川崎北ロータリークラブは、2001年より国際奉仕活動を積極的に行ってきました。はじまりは、マラリア撲
滅のため、撮影装置付き電子顕微鏡を南太平洋の島国バヌアツ共和国へ贈呈した医療支援です。2012年と
2016年には川崎市消防局より救急車を贈与いただき、バヌアツ共和国の首都ポートヴィラとエファテ島に送る
ことができました。2016年に訪問した際、寄贈した救急車の活躍により、マラリアが2020年に根絶される目途
がたったと健康省の次官から報告を受け、20年かけたバヌアツ共和国への医療奉仕が成果を迎えようとしてい
ることに大きな喜びを感じました。
　2020-21年度に、クラブとしては3台目の救急車を川崎市消防局より贈与いただきました。次はどの国に送ろ
うかとクラブで検討・思案していたところ、新横浜ロータリークラブ所属でナミビア観光教育スポーツ親善大使
を務めるウーリッヒ・クルツ会員をご紹介いただき、ナミビア共和国に寄贈することになりました。
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親睦活動
2019年4月5日 佐久間会長杯および6RC合同ゴルフコンペ

2019年11月17日 60周年記念旅行

2020年1月27日 同じ地域内クラブとの親睦会
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親睦活動
2019年4月23 日　川崎フロンターレVS 蔚山現代　AFC チャンピオンズリーグ 第4 節観戦

2019年9月11日　親睦移動例会　箱根湯本温泉 水明荘

2019年11 月15～17日　60周年記念旅行　宮古島
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社会奉仕活動
2019年12月4 日
少年消防クラブへジャンパー寄贈

中原消防署の指導の下で活動する少年消防クラブの
子どもたちに、ロータリーのロゴを入れたジャンパー
を送りました。同じジャンパーを着ることで、子どもた
ちの間により強い団結が生まれることを期待します。

2018年3月14日
神奈川県立住吉高等学校へ夜間照明の寄贈

川崎中RC、川崎とどろきRCのご協力の下、遅い時間
まで部活動などに一生懸命に励む子どもたちの学
生生活が、より充実するようにという思いでグランド
用の夜間照明を寄贈いたしました。

2019年10月14 日　
中原区剣道連盟へ中学生優勝旗の寄贈

一生懸命剣道に打ち込むキラキラした子どもたちの
活躍を讃え、その栄光をより良い想い出としてもらえ
るように、中学の部の優勝旗を中原区剣道連盟に寄
贈しました。

2019年11月15日
宮古島防風林の植樹

60周年記念宮古島旅行にて、防風林「イヌマキ」の
苗木6本の植え付けを宮原地区にある竹林公園に
て行いました。「イヌマキ」は住宅の天敵であるシロ
アリに強く、また湿気に強いに優れた特性から木造
住宅の建築材としても用いられ、沖縄戦で焼失する
以前の首里城にも、構造材として用いられていまし
た。この植樹の活動は、宮古島RCの会員と共に行わ
れ、遠く離れた宮古島RCと川崎北RCとの貴重な交
流の場となりました。
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職業奉仕活動
2019年1月23 日　職場訪問 野村證券株式会社

4、5階ぶち抜きの東西南北360度の株式トレーディングフロアにて、国籍も様々な約400人のトレーダーやリサーチセー
ルス、アナリストが取り引きする様子を見学しました。1日2～3兆円ある東証の売買でトップのシェアを誇り、そのリサー
チ力を駆使するNOMURAのグローバルな現場でした。

クラブ奉仕活動
2019年10 月25～26 日　国際ロータリークラブ第2590 地区 地区大会

本会議のパネルディスカッション「会員が本音で語る会員
増強Part Ⅱ」に、妻鹿会員が第2グループ代表のパネリスト
として参加しました。

地区大会の後は懇親会にてクラブ関係者の交流がありまし
た。
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ロータリー目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを
育むこと にある。具体的には、次の各項を奨励することにある：

第１	 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；

第２	 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認
識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なもの
にすること；

第３	 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活におい
て、日々、奉仕の理念を実践すること；

第４	 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理
解、親善、平和を推進すること。

付記)「ロータリーの目的」の 4 つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を 起こさなければなら
ないものであるということで、RI 理事会の意見が一致した。　(ロータリー章典 26.020)

四つのテスト
THE FOUR - WAY TEST
言行はこれに照らしてから	  
Of the things we think, say or do
1.	 真実かどうか
	 Is it the TRUTH?
２. 	みんなに公平か
	 Is it FAIR to all concerned?
３. 	好意と友情を深めるか
	 Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS?
４. 	みんなのためになるかどうか
	 Will it be BENEFICIAL to all concerned?
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